
金
滞
古
蹟
志
巻
三
十

故
肥
前
守
様
御
代
親
盟
右
衛
門
鴬
v
代
御
小
人
被
=
召
抱
一
共
後
小
頭

被
=
仰
付
一
一
夜
目
召
抱
-
時
分
等
井
病
死
仕
年
限
承
停
不
v
申
候
。

一

、

父

同

安

兵

衛

中
納
言
様
御
代
、
親
盟
右
衛
門
骨
伊
代
御
小
人
被
い
抱
御
奉
公
申
上
、
元

総
六
年
病
死
仕
候
。

右
私
自
緒
如
v
此
御
座
候
。
御
家
中
渡
り
奉
公
仕
罷
在
申
候
。
被
=
召

抱
-
被
v
下
候
者
難
ν
有
恭
可
ν
奉
ν
存
候
。
以
上
。

篠
原
額
母
内
歳
三
十
四

長

兵

街

奥
凹
有
街
門
由
緒

一

、

骨

組

父

御

小

人

忠

衡

大
納
言
様
御
代
、
御
小
人
被
昌
召
抱
一
御
奉
公
申
上
病
死
仕
候
。
被
-
-
召

抱
-
時
分
‘
井
病
死
仕
年
限
承
停
不
v
申
候
。

一

‘

組

父

同

e

忠

兵

衛

故
肥
前
守
様
御
代
、
親
忠
兵
衛
僻
伊
代
御
小
人
被
a
召
抱
一
御
事
公
申
上

病
死
仕
候
。
被
昌
召
抱
-
時
分
、
井
病
死
仕
年
限
承
停
不
v
申
候
。

一

、

父

同

忠

右

衛

門

中
納
言
様
御
代
、
親
忠
兵
衛
第
ν
代
御
小
人
被
a
召
抱
-
御
奉
公
相
勤
‘

兵

l' 

先
年
は
六
人
有
v
之
魔
.
近
年
四
人
有
v
之
。
御
歩
並
陀
而
四
拾
俵
被
・

下
置
吋
一
御
小
人
之
人
商
八
拾
入
、
内
六
人
小
頭
、
平
七
拾
四
人
、
此

内
拾
五
人
平
生
提
灯
持
、
十
二
人
御
玄
関
、
此
外
小
遣
。
と
あ
り
。

湯
鵠
砥
臓
の
審
園
官
職
遇
考
に
‘
御
小
人
頭
は
‘
古
来
は
士
列
に
て

勘
v
之
と
い
ひ
停
ふ
。
務
組
高
徳
公
の
時
‘
荒
木
八
右
衛
門
御
小
人
頭

を
勤
め
た
り
。
瑞
龍
公
の
時
に
至
り
て
は
.
長
谷
川
庄
左
衛
門
勤
。

と
い
へ
り
。
是
等
共
の
起
源
な
る
べ
し
。
荒
木
八
右
衛
門
は
‘
越
前

府
中
に
て
召
抱
え
ら
れ
、
釆
地
二
拾
石
を
脇
へ
り
。
長
谷
川
庄
左
衛

門
は
.
則
ち
八
右
衛
門
の
子
に
て
‘
寛
永
七
年
死
す
と
長
谷
川
系
固

に
あ
り
。
又
腹
長
十
年
瑞
龍
公
宮
山
へ
養
老
の
時
、
御
小
人
小
頭
喜

左
衛
門
と
云
ふ
あ
り
。
是
等
の
記
録
に
、
小
人
の
名
目
は
醤
き
披
也

と
-X
ふ
と
あ
り
。
叉
利
常
卿
小
松
に
居
給
ふ
時
.
御
小
人
目
付
と
い

ふ
も
の
あ
り
た
る
よ
し
.
夜
話
線
に
見
ゆ
。
共
の
事
は
下
僚
に
記
載

す。。
御
小
人
次
郎
兵
衛
侮
蹄

三
蜜
記
に
一
宮
ふ
。
利
常
卿
の
時
.
御
小
人
次
郎
兵
衛
と
い
ふ
も
の
あ

り
。
元
は
関
東
上
野
近
漣
の
百
姓
た
り
。
若
年
よ
り
盗
賊
の
上
手
に

て
、
一
味
の
者
三
人
あ
り
。
前
橋
近
所
の
在
郷
寺
に
、
提
言
坊
主
一

金
滞
古
蹴
志
巻
三
十

ニ
四

貞
享
二
年
病
死
仕
候
。

右
私
自
緒
如
v
此
御
座
候
。
御
家
中
渡
り
奉
公
仕
罷
在
申
候
。
被
=
召

抱-被一
v
下
候
者
難
v
有
恭
可
v
奉
v
存
候
。

永
原
左
京
内
歳
三
十
八

奥

四

右

衛

門

〆
三
人

右
大
納
言
様
御
代
被
=
召
出
-
候
筋
目
之
者
相
果
、
子
孫
御
奉
公
奉
v
願

候
者
共
。

右
割
場
よ
り
裁
許
仕
候
御
小
人
、
井
割
場
附
小
者
之
内
、
従
昌
御
先

代
-
御
奉
公
申
上
者
共
由
緒
書
申
付
、
私
共
方
に
控
置
帳
面
紀
伊
之
上
申

候
。
以
上
。

元
総
十
四
年
六
月
十
六
日

紳
保
次
郎
太
夫

郡

摘

三

兵

衛

判

柘

植

平

左

衛

門

判

岸

勘

太

夫

判

按
宇
る
に
、
慶
長
十
年
利
長
卿
富
山
養
老
附
士
岐
に
、
御
小
人
三
拾

六
入
、
偲
一
人
八
俵
宛
、
御
坊
様
衆
御
小
人
五
人
、
但
一
人
七
依
宛
、

岩
松
様
衆
御
小
人
五
人
。
と
見
h
、
十
二
冊
定
書
割
場
に
、
御
小
人
頭

牛U

人
住
居
た
り
。
名
血
管
の
行
者
に

τ‘
殊
に
手
前
茜
だ
有
傾
注
り
し
と

て
‘
彼
の
=
一
人
の
盗
人
忍
入
り
け
れ
ば
.
坊
主
き
び
し
く
傍
め
た
り
。

三
人
の
盗
賊
共
申
す
ゃ
う
は
、
酒
を
容
み
度
し
と
い
ふ
。
坊
主
聞
い

て
‘
我
隠
し
L
O

他
所
へ
ゆ
け
と
い
ふ
。
そ
れ
左
ら
ぽ
坊
主
の
首
を

と
ら
ん
と
云
ふ
、
然
ら
ぽ
ゐ
ぬ
し
ら
が
命
を
と
ら
ん
と
い
ふ
。
盗
共

刀
を
抜
き
.
打
っ
て
か
L
る
。
坊
主
中
庭
へ
出
で
.
乎
を
た
L
き
笑

ふ
。
又
迫
掴
し
切
ら
ん
と
す
れ
ば
、
客
殿
に
立
ち
て
笑
ふ
。
三
人
の

盗
ど
も
あ
き
れ
て
立
退
き
け
り
。
弐
郎
兵
衛
一
人
立
蹄
り
て
、
扱
も

希
代
怠
る
御
事
也
。
向
後
御
弟
子
に
罷
成
度
し
‘
い
か
ゃ
う
と
も
穆
v

額
と
て
降
会
す
る
に
.
坊
主
聞
い
て
、
戒
行
あ
り
‘
盗
賊
の
心
を
さ

(ん
V

へ
た
ち
ぬ
れ
ぽ
願
成
就
せ
り
と
云
ふ
。
則
ち
本
隼
不
動
明
王
の
前
に

て
誓
言
致
し
、
秘
密
の
大
事
共
相
侮
す
。
中
に
も
貫
の
木
を
あ
け
、

海
老
鎖
を
あ
く
る
事
は
‘
別
け
て
奇
妙
危
り
と
ぞ
。
さ
て
次
郎
兵
衛

共
の
後
越
中
へ
来
り
、
弟
子
を
取
り
た
り
。
弟
子
共
古
闘
府
の
御
坊

へ
入
り
て
、
多
く
の
財
賓
を
盗
み
.
遂
に
召
捕
ら
れ
、
次
郎
兵
衛
も

共
に
筋
合
せ
し
に
.
毎
夜
錨
よ
り
忍
出
で
‘
在
乏
別
々
に
て
臨
り
た

ど
設
し
、
酒
肴
を
取
来
り
て
錨
へ
立
蹄
り
、
舗
中
に
て
酒
宴
を
催
す
。

錨
番
の
者
共
迷
惑
が
り
て
、
共
の
旨
注
進
す
。
迫
付
き
御
成
敗
可
v
被
v

二
五




